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南山大学社会倫理研究所 2023 年度第 1 回懇話会開催のお知らせ 

 
 平素は、本学の広報活動に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 さて、本学社会倫理研究所では、下記の通り、2023 年度第 1 回懇話会を開催いたします。つきましては、

取材、報道にてお取り扱いいただき、広く一般に周知いただければ幸いです。 

 なお、恐れ入りますが、取材にお越しいただける場合は、事前に本学社会倫理研究所までご連絡をお願

いいたします。 
 

記 
 
日 時  ： 2023年 10月 22日（日）14時 00分～17時 15分（13時 30分開場） 

場 所  ： 南山大学 M棟 MB11教室 

共通テーマ： 〈われわれ〉は何を引き受けるのか 

講 師１ ： 石原 真衣氏（北海道大学アイヌ・先住民研究センター 准教授） 

演 題１ ： 「われわれ」でも「私」でもない場所で 

講 師２ ： 西井 開氏（千葉大学大学院社会科学研究院/日本学術振興会特別研究員 PD） 

演 題２ ： 何が責任＝応答を妨げているのか 
討論者  ： 除本 理史氏（大阪公立大学大学院経営学研究科 教授） 

司 会  ： 西本 優樹（南山大学社会倫理研究所プロジェクト研究員 

/日本学術振興会特別研究員 PD） 

主  催   ： 南山大学社会倫理研究所 

共 催   ： ①科学研究費助成事業「補完性原理の理論的・実証的検討を通じた自律と連携の 

「間」に関する社会倫理学的研究」（課題番号 22H00604） 

        ②科学研究費助成事業「ブランダム責任論を用いた企業事故をめぐる加害企業と 

被害者の応答責任論の構築」（課題番号：23KJ2064） 

 

詳しくは、https://rci.nanzan-u.ac.jp/ISE/ja/activities/activities/colloquia/026554.html                             

をご参照ください。 

 
以上 



〈われわれ〉は

何を引き受けるのか

南山大学社会倫理研究所 2023年度第1回懇話会

講 師：西井 開（千葉大学大学院社会科学研究院/日本学術振興会特別研究員PD）

演 題：何が責任＝応答を妨げているのか

日時： 2023年10月22日（日）

14:00～17:15
場所： 南山大学 Ｍ棟 MB11教室

講 師：石原 真衣（北海道大学アイヌ・先住民研究センター 准教授）

演 題：「われわれ」でも「私」でもない場所で

討論者：除本 理史（大阪公立大学大学院経営学研究科教授）

司 会：西本 優樹 （南山大学社会倫理研究所プロジェクト研究員/日本学術振興会特別研究員PD）

主催：南山大学社会倫理研究所 （科研費 22H00604、23KJ2064 共催）

【お問合せ】南山大学社会倫理研究所

Phone：052-832-3111（内線：3413,3414） Fax： (052)832-3703
e-mail：ise-office@ic.nanzan-u.ac.jp HP： http://rci.nanzan-u.ac.jp/ISE/

〈われわれ〉は何を引き受けるのか
自分がやっていないことに罪はない。この当たり前の原則が立ち行かなくなる場面がある。グループや組織、共同
体、国家などの集団が問題を生じさせる場面である。例えば、企業が地域住民に甚大な危害を与える活動を行っ
たとき、その企業の社員は自分に罪はないと言えるのか。言えるとしたら、どのような場合に、どのような意味にお
いてだろうか。あるいは、問題の起きた集団に属しているだけで、何らかの罪があるということはあるのだろうか。
重なり合う様々な様相を持つだろう〈われわれ〉は、自身が属する集団の行いについて、何をどのように引き受け
るべきなのか。今回の懇話会では、〈われわれ〉をめぐる諸問題について、自身が当事者として、あるいは当事者
と関わりながら研究と実践を重ねる、気鋭の研究者たちをお招きして議論を行いたい。

参加無料・一般聴講歓迎


